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【部活動と教員負担軽減との両立】 
１ 活動時間確保の工夫 
 ①時間割見直しで、部活動開始時間を前倒し 
 ②行事の精選等で、年間活動時間を確保 
⇒活動時間を確保しつつ、教員の勤務時間内で活動を

終えられるようにすることで、部活動と教員の負担
軽減を両立 

１ 週末の活動との連携 
２ 児童生徒、教員、保護者等の意識改革 
⇒複数種目への参加、サークル的な活動、基礎体力向

上、新種目等、新たなニーズへの対応と教員の負担
軽減の両立 

１ 指導者と活動場所の確保 
 ①夕方に実施する場合、200 人近い人材が必要 
 ②夜間に実施する場合、野外の競技には照明設備が

必要。また、屋内競技についても、体育館開放等
との調整が必要 

【春日井市の平日部活動（中学校）の方向性（案）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【春日井市の部活動（小学校）の方向性（案）】 
 
小学校部活動の現状：一部の学校でのみ実施。実施していた学校でも、地域活動に移行するケースが増加 
地域の受け皿：地域・種目は限定されるものの、スポーツ少年団、クラブチーム等があり 
参加児童や保護者の声：居場所を求める声が多い 
⇒小学校の部活動は、全て地域移行し、居場所を求める声に対して、学校グラウンドの解放等を検討 
 ※学校グランド解放時の、安全確保、事故時の対応について、整理する必要がある（必要であれば、見守り員等を市で配置） 

地域移行検討（令和７年度〜） 
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